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（15） この部分にFrancis Galton, Art of Travel（1855）からの剽窃があることについては，黒岩健『登山の黎明―「日
本風景論」の謎を追って』（昭和五四年，ぺりかん社）第三章に詳しい。
（16） その実，志賀が登山に関心がなかったことも，前掲黒岩書，三〇～二，一五三～五頁。ただ，黒岩氏が国粋
主義と登山思想がしっくり結びついていない，「海の人」が「登山の煽動者」となったのは不可解だと言う
のは，志賀を純然たる国粋主義者と誤解しているからではなかろうか。国粋主義ないし伝統主義を一種の
閉鎖主義と考えれば（同氏がそう言っているわけではないが），たしかに山の開拓とはもちろん，そもそも
海の開拓ともうまくなじまない。けれども，彼の思想の本質は欧米をモデルとする一種の開拓者精神であ
るから，本格的な登山をしたかどうかはともかく，海洋であれ，大陸であれ，山であれ，そこに挑めとい
う思想は彼本来のものである。
（17）内村の書評は，近藤信行校訂『日本風景論』（平成七年，岩波文庫）に資料として載せられている。
（18）前掲近藤信行校訂『日本風景論』，一四～二三頁。
三　小結―欧米的景観への憧れ
　ところが，志賀はかなり無理をして雄渾な日本の風景を拾い出そうとしている。これは内村が
日本の風景はいかにも園芸的だと批評したことに反発したかったからかもしれない。しかし，志
賀はもともと日本の風景空間を越えていこうとする強い志向性を持っていた。激しい海流，火山
脈の姿，登山の奨励，北方や海の彼方の辺境，壮大な風景への憧れ，これらは水平的にか垂直的
にか，辺境を目指す者の開拓者的風景観である。冒険的でロマン的である。『日本風景論』は日
本の風土を愛しつつも，それに満たされず，ひそかに荒野を目指す者の空間意識を示している。
内村の言うのとは違って，本書の空間意識はけっこう壮大なのである（なお，たとえば本書を膨
張的・征服的な風景論と見る向きもあるようだが，侵略主義といちおう区別しつつこの言葉を使
うにしても（1），誤解を招くのではないか。開拓者的と評するのが正しいと思う。彼は基本的には
武力主義は嫌いだった）。
　ただ，問題はこれが国粋主義者の風景論だというところにある。国粋主義者は，たとえ日本の
風景が園芸的，箱庭的であろうとも，あくまでもそれを愛し，その良さや美しさをさまざまな角
度から考え，風土の持つ精神性を―時には厳しく批判しつつでもよいから―国民生活の中に生か
していかなければならないからである。ところが，志賀の意識はひそかにこういう風景を逃れて，
辺境に向かおうとしている。これは，言うまでもなく，辺境をめざし，それを次々に開拓征服し
ていった，西欧文明の空間意識の流入であり，その模倣である。志賀が西欧主義者ならそれでよ
い。しかし，国粋主義者の風景論としては失敗である。
　繰り返しになるが，日本の風土をテーマにするという着眼点は国粋主義者としてはまことに良
いものである。同時代のナショナリストたちがおだやかな美しさにおいて世界に比類がないこの
風土をなぜ取り上げなかったのか不思議なほどである。志賀だけが『日本風景論』を書いた。し
かし，日本の風景から無理をして西洋的な景観を拾い出そうとしたこと，日本の風景を大陸の景
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観の枠組みで語ろうとしたことで，せっかくの着想を生かせなかった。国粋主義のスローガンや
本書の題名に惑わされて，日本の風土への賛美という評価が一人歩きしただけのことである。
注
（１）志賀重 『日本風景論』（昭和五四年，飯塚書房）付録，猪瀬直樹「評伝・志賀重 と『日本風景論』」の
第二章の「風景論とナショナリズム」参照，猪瀬氏は侵略主義と微妙に区別してこの言葉を使っているが，
やはり侵略主義を連想するであろう。また，山本教彦・上田誉志美『風景の成立―志賀重 と「日本風景
論」』（平成九年，海風社）も『日本風景論』と膨張主義の連関を暗示している。とくに終章参照。
　本稿執筆に当たって，京都教育大学国文学科の谷口匡氏より頼山陽についてご教示を受けたこ
とを記して深謝する。
